
　岡山県古代吉備文化財センターでは、高
たかはしがわ

梁川河川整備事業に伴い令和４年度

から酒津遺跡の発掘調査を行っています。

　酒津遺跡は、倉敷市街地の北西にある酒
さか

津
づ

八
はちまんやま

幡山の麓
ふもと

に位置します。かつて

の高梁川は、八幡山の北側で東西に分かれており、東高梁川と八幡山の間に本

遺跡が立地していました。しかし、明治時代になると高梁川下流域で氾
はんらん

濫が多

発したため、川の流れを１本にする改修工事が行われました。工事の結果、遺

跡の大部分が河川敷となり、現在に至ります。

　酒津遺跡は昭和 30 年に発見されて以来、川の底から多数の遺物が見つかる

ことで広く知られるようになりました。中でも、弥
や

生
よい

時
じ

代
だい

後
こう

期
き

末
まつ

の土器は「酒
さか

津
づ

式
しき

土器」と名付けられ、備
びっ

中
ちゅう

南部の同時期を代表する土器として学術的に

も有名です。しかし、これまで本格的な発掘調査はほとんど行われてこなかっ

たため、どのような遺跡なのかはまだ明らかになっていません。

　今年度は、笠
かさ

井
い

堰
ぜき

の南に位置する中州の北側を調査し、弥生時代から江戸時

代にかけての遺構や遺物が見つかりました。

第１図　酒津遺跡と周辺の主な遺跡（1/50,000）（国土地理院電子地形図を加工）
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日 程：令和６年２月 24 日（土）主 催：岡山県古代吉備文化財センター

場 所：倉敷市酒津地先　酒津遺跡発掘調査現場
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第２図　酒津遺跡調査区全体図（1/300）

①箱
はこしきせっかん

式石棺　　　　　　　　 　

時期：古墳時代中期

　板状の石を並べて囲った棺
ひつぎ

で、全長約 210cm、

最大幅は約 50cm です。棺の中からは、被
ひ

葬
そうしゃ

者

の下半身を中心とした骨が見つかりました。ま

た、鉄製の矢じりや鎌
かま

のほか、鹿
しか

の角を加工し

た装
そう

具
ぐ

を持つ大
た ち

刀が見つかりました。

③掘
ほったて

立柱
ばしら

建
たてもの

物　　　　　 　　

時期：室町時代　　

　全長約６ｍ×６ｍの建物です。柱
はしら

穴
あな

からは、

瓦
が

質
しつ

土器などが見つかりました。近い時期に建

てられた掘立柱建物が、同じ場所で向きが揃っ

た状態で見つかったことから、建て替えが行わ

れた可能性が考えられます。

④井戸　　 

時期：鎌倉時代以降

　内側約 1.2 ｍ× 1ｍ、深さ

1.6 ｍの方形の石組みの井戸

です。上部の石は、使われな

くなった後に土
は じ

師質の椀
わん

や皿

とともに井戸の中に投げ込ま

れていました。

№ 種別 時期

6 溝 弥生中期

7 土坑 弥生中期

8 溝 弥生中期

9 たわみ 弥生中期

10 土坑 弥生中期

12 たわみ 弥生中期

13 土坑 弥生中期

14 たわみ 弥生中期

№ 種別 時期

18 たわみ 古墳後期

19 溝 古墳後期

20 溝 古墳後期

21 掘立柱建物 古墳後期

22 柱穴列 古墳後期

23 掘立柱建物 古墳後期

№ 種別 時期

2 箱式石棺 古墳中期

5 溝 ～室町

8 井戸 室町～

9 井戸 鎌倉～

11 たわみ 古墳後期

15 柱穴列 室町～

16 柱穴列 室町～

17 掘立柱建物 室町～

18 掘立柱建物 室町～

19 溝 奈良

20 被熱土坑 古墳後期

21 炉 古墳後期
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第３図　酒津遺跡遺構検出状況（1/300）
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②くぼ地　　　　　　　　　 　

時期：古墳時代後期

　広い範囲が緩やかにくぼんでおり、炭を含ん

だ土が溜まっていました。東側では小さな河原

石と共に製
せいえん

塩土器、須
す え き

恵器、羽
は

口
ぐち

、土
ど

錘
すい

、焼
しょう

土
ど

、ガラス玉
だま

、鉄器、鉄
てっさい

滓、スッポンの骨と

いった多様な遺物が見つかり、この付近で鍛
か じ

冶

や製
せいえん

塩作業が行われた可能性が考えられます。

⑤溝　　　　　　　　　　 　

時期：奈良時代

　３区から１区にかけて伸びており、幅約７ｍ、

深さ約２ｍ、長さは 40 ｍ以上になります。溝

の中からは、土
は じ き

師器、須恵器、瓦などが見つか

りました。

（北から撮影）
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（南西から撮影）
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